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Dante　と　　そ　　れ　　以　　’前
小　　川　　正　　巳
　私はD・nteの神曲を読んで，文学作品から未だかって受けたことのない感・
一動を受けた。その感動を仔細に分析してみると大体三つの主要点から．なって
いるようである。第一点は神曲を読みはじめたものなら誰でもが最初に気付
く，神曲全体にちりばめられ，神曲という見えざる世界を絶えず視覚世測こ
転換させるところの「比倫」である。この点については，まだ覚書程度では
あるが，私は雑誌「くろおぺす」1O号に書いた。第二点はPurg・to・i0のXXXサ
XXXI歌において最強度にたかまるBe・tri㏄のことである。Beat・iceのこと
は，D㎜t・の処女作V圭t・Nu・・里以来，彼のいわば原体験ともいうべき屯ので，
神曲の骨組もまたこの原体験によりて組たてられている。この点についても，
矢張覚書程度にではあるが，「くろおぺす」ユエ号に書いた。第三点は，今こエ
で取あっかおうとしている「D・nteとそれ以前」である，却ち神曲の形成に
それ以前の如何なる作品が如何なる影響を与えたかを見ることである。
　私がこのテー一マにかわてから心惹かれていたのは，何も神曲が，それ以前
の諸作品の影響で一切説明しつくされると考えだからではない。然しT・S・
E1i・tも言っているように，DanteやSh乱kespea工eという詩人は，平地に突然
ただそのオリジナリティによりてそそり立つ山ではなくて，時代的に過去が
集約させたいわばアルプス連峯のたかにおいて始めてその偉容が可能た詩人．
である。Sb乱k・昌p・・正・出現の前に既にE1i昌・be冊朝の詩劇興隆があり，S㎝…
やM㎝t乱igp・やM・舳・v・niの教養があった。Sh・k・昌pe…　はそれらの豊饒な
素材にもかかわらず，というよりはそれらの故に彼は偉業をなしとげたのだσ
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1〕anteの場合ぽ，その神曲の素材としなけれぱならなかりた素材ももっと大
きかった，即ちヨーロジパの古代と中世の一切がそれだりたのだ。一言でい
一えば，ギリシヤ・ローマの文化はローマ帝自の没落とともに，一応ヨーロッ
パから消えきり，ヨーロッパは暗黒時代（6投紀からユ1世紀まで）となったが，ヨ
・一 鴻bパはその暗黒時代をくぐって再び一度ヨーロッパから消えさった古代
一文化を，L・t舳schという名前で，新なるキリスト教精神によりて復興さそ
うとしたのだ。そしてこの復興が文学的にはD・nteの神曲によって実現され
一たと言える。従って矢張丁・S・E1iotがそのD・nte諭（1925）で，「幾度もDa・te
を読んだ後で，次になすべきことは，。それが如何に立派であっても，かれの
作品と生涯についての近代の書物よりも，D・nt・が読んだ書物を読むことで
あるべぎだ」と言っているように，私たちは神曲を正しく理解するために，
．というよりは神曲の形成が如何に強力なものであるかを理解するためには，
・私たちはD・・t・にいたるヨーロッパが・たどった歩みを理解する必要がある。
・そしてそのことは”Eump畳ische　Lite正・tur㎜d1乱teinisohesMitte1・1te・“を書い
・たE・R・C・・ti・昌のような該博な知識をもった学者でないと出来ないことだ・
即ち古典語のみならず，中世に到るロマンス語も理解出来るだけではなく，
この国では容易に見ることの出来ない中世形成期の文献にも眼をとおす必要
．があろう。’従って神曲が与えた感動の第三点をさぐるこの一文は今までの二
点に零する文章と較べて，覚書以前のいわばプもグラム程度にすぎないもの
である。
　Infemo　IV」歌でVirgi1iusに導かれてDanteはLimboに至口り，Virgiliu畠の
・紹介でH・memsとHomti・昌とOvidi・sとL・c・㎜呂に出会い，彼等によって
二D㎜t・は第六人目の者として，こ＼に1・b・11・昌・m1・（美しい学派）が形成される。
ギリシヤのH．m・正・呂は当時直接読まれたというよ・りは，ここでも書ふれてい
・るようにP・et・昌。v・㎜o（至高の詩人）としてローマの四詩人とともに中世の所
謂a・t⑪正e畠をなレていたわけだ。ローマ滅亡とD触eとの間には，あらゆる
意味での暗黒時代が存在するにもかかわらず，その暗黒時代をこえて1・b・u・
　　　　　　　　　　　　　Dantoとそれ以前　　　　　　217一
・・u・1・形成を要求するD・n蛇の意識のなかには，飽迄彼自身ローマの伝統に．
つながる詩人であるという老えがありたことは見逃せない。だがこ！に問題一
は二つある。一つはローマ依統が直接如何にかれに作用したかということ，
第二は一度暗黒時代によって消えさった文化が，以上のようなローマ意識に
よって如何に変質して再興し，Dant・に㎜to・一の意識をもたすまでに，それ
自身の一つの完成をしたかということである。
　問題の第一点に関して。中世文化の中心をなしていたものは半リシャでな
くてローマであった事一席から，中世文化に根ざすヨーロッパが最高の・utOr一
として読んだのは，ギリシヤのH⑪me・u昌ではなくて，ローマ最高の詩人Vi・一一
gi1iu昌でありた。D且nteのVi・gi1i・畠に対する讃僻は地獄のへぎ頭で，D・nte
自身の口から最高度に述べられている・
　“0r昌e，tu　que1V‡rgiIio，o　queIIa　fonte，
　　　。I・・昌p・nd・dip巴・1・・昌i1目・g・丘・m？”
　“OdegbiaItripoetioI1oreo1ume，
　　　Vagliami　il　h1皿gO　StudiO　e　i1grande　mOre，
　　　ohe　nゴ11a　fatto　oero日r1o　tuo　volume，
　T・昌・㌦曲m肥冨t・いi｝iH・耐・；
　　　t皿島O，昌O1O　OO1ui，da　Cui　iO　tO1昌i
　　　1o　l〕e工工。昌ti工。，che　m’ha　fatto　omre。
　　「あ∫　あなたは言葉のかくも豊かな流れを
　　　そ∫きだす泉であるヴィルゾリオですか」
　　「あ！　他の詩人たちの誉れであり光であるあたた，
　　　私・にあたたの書物を研究させた
　　　久しい熱意と大ぎた愛を認めてください。
　あたたは私の肺であり，私の典拠だ。
　　　私に名誉をもたらした美しい文体を
　　　私はあなたからのみ学びとった。
　Vi・gi1iu・が更に神曲においては，Pu鵯ator三〇の頂上地上楽園までのDante
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の道案内でありたことを思えば，D・nt・が神曲制作に如何に多くVi・gi1i・・に
・負うているかは想像に余りある。一Vi・gili・・のA・neid第6巻の下界入りが
」DmtθのInf・m。のモデルとして働いたことも充分想像出来る。そのために
・私は今Vi・gili・目を友人たちと輪読している。だから・Vi正gi1iu・のみならず・1・
ben・昌㎝o1aの他のローマ詩人Horatius，0vidius，Lucams，更に神曲のも一う一
」人の登場人物としてあらわれてくるStati・昌，及びPurg．XXII．においてSt・tius
とV｛・9i1・sとの対話においてふれられる他のローマの詩人たち，即ちInve皿a1i昌，
T・…t・・，C・洲i・・，P1・・t・昌，V・ユエ・等の影響は，改めて他日にゆずるとして，
嘩いDeut目。heD・nte－Jahrbuoh31。ノ32・B・nd・NeueFo1ge22・／23・脆ndにHe・mam
’G・血e1inが「D・nteとローマ詩人たち」（Dante　und　die工δmische　Dichte正）を書い
’ているので，この1文章がプログラムー的性質なものであるだけに，以下その要
、点をここに記しておこうO
　－V虹9iIhs。人として。D・・teを地獄を通って，地上楽園まで導くことが
咄来たのは，Vi・gi1i・昌一が中世にあっては詩人を超えて，賢者であり魔術師と
・考えられていたからだ。Beat正i㏄が超自然の代表者であれば，Vi・gi1三u呂は自
．然界の知慧を代表していたと言える。次に詩人として。A・neidは先ずその第
6巻の下界入りによって，決定的に神曲のInfem・に影響を与えた。（その
一詩的モチーフの援用は省く）。更にA・n・idは神曲に神話的に，典型的に様々
の人物を供給している。（菌者の例としては巨人，Centa・・u冒，Harpyiae，Ce・be・
lms，Cacu畠，Mim昌等，後者の例としてはDid0，C・to，0dy目s・・富，Fab工ici・畠，Ripheus
等）。更にVi・gi1i・巳は神曲の到るところに修辞的名残りをとどめている・
、ムeneid　V．213冊
　Quali昌昌pe工u皿。a昌ul〕ito　oommota　ooluInba，
　Cui　domu昌et　du工。6昌1atebro昌。　in　punioe　n王di，
　F・・t・・in趾柵w1・皿畠p1皿山昌皿mq・…t…it・p・㎜i昌
　Dat　tecto　inge皿tem，㎜ox　aere　Iap豊乱q皿ieto
　lRadit　iter工iquidum　OeIerO昌皿eque09㎜mOVet　a1朋・
　　・（そば，例えば一羽の鳩の，己の洞穴より不意に驚かされたるとぎ，二鳩の家と
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㌔二としぎ雛とは・多孔質の軽石の／つ干にあ／一野のカに飛び出でて凄家より1ま
　恐れの為に音高く羽ばたき去れと・やがて穏かたる空をすべり・流るる如くすらり
　と飛び，翼も多く動かさず，己が巣に生還るにも似て・一田中秀央・木村満三訳）
　は，I皿f．V・の有名たP・o1・とF・・n㏄昌。・の箇所において，次のようだ簡潔
なTer・乱Rimeに余韻を見出している。
　Quali　OO1Oml〕O　dal　di畠iO　Obi3mate
　　　C㎝r・li・p・・t・・fo・mo，・ld曲・nid・
　　　Vo1an　per　raor　daI　vo1er　port宜te・・・…
　　一（欲求で呼ばれ，しっかり開いた翼でもって，
　　　望みに運ばれて空中を
　　　甘美な巣にとんでゆく鳩のように，）
　皿。胞tius．Danteは彼のA・s　poeticaと諏刺詩の一部しか知らなかった。
Pa■a．XXVI．137fはarspoeticaに源をもつ。
・Ovidi11s。「彼はDanteにとりてHomerusやギリシャ悲劇作家の代用であ
りた，即ちOvidiu・は，その魔力がDanteの心をひそかに最も深くしびらし
ていたギリシャ伝説の細材を与えたのだ」。（Gme1i皿）具体的にはOvidi・畠は
主にそのM・t・mo・pbo・i富で以って，神曲に次の三点で影響を与えた。
　1）Inf・XXV・の泥棒圏における，実際のメタモルフォーゼの記述。
　2）P・・g乱t・工i・の全篤に聖書由来のものと交互に用いられている正・旺mpl・。
（壁画や幻想や精霊の声）。
　一3）特別た意味をもつ一連の神話的個々のモチーフ。（例えばPlユ・1・正i・の
。牡牛，Ath・m・s，亘e㎝b・，Argus伝説，Phaeton，Ika工us，Typboeus，A工go伝説，
＝黄金時代神話等）。
　L曲a皿皿s。「彼は中世にとってVi・gih・呂に似て一種の賢者にして魔術師で
通りていた。D・nt・にとってもLuk・耳u呂は神曲のなかに登場人物としては永
遠化されなかったが，そのPh趾・aliaは，Vi工gi1iu昌以上に自然科学的，地理学
的，天文学的要素及び何よりもスタイルの見本を提供したところの重要た歴
．史源泉であった」。（前回）神話的人物としては，平nf．XXX「の巨人のAムt榊亀
虹f．IX．の魔女の脳。htho，Inf．XX．のエトルリアの予言者Ams，叉歴史的人
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物及び状況としては，Cato，Pu・g・VI・のM・・㏄nu竃総督C蝸班に関しては
P・・g．X，Pa・a．XI．の漁師Amyk1・昌，Rubico河渡渉をす∫めたC・・io等，更に
地理的飛行の着想とスタイル等をD・nteはLukanusに負うている。その他
DmteがLuka㎜sから奪ったスタイルも指摘されるが，「概して言えることは，
DanteはL・ka㎜昌からVi・g舳s程多くの修辞的名残りを，またOvidi・・程多
くのイメージは借りなかりた。Dmt・はL・k・㎜昌によg多くその修辞的情熱
の全体の影響と自由なローマ精神の政治的倫理と，かれの自然及び風景像の
偉大さと振幅を負うている」。（箭同）
　S佃砒s。「Vi・gi1i・・同様詩的感謝の気持から登場人物として生命を与えた
ローマ詩人のたかのもう一人のDmteの寵児St且ti・昌はLimb0の詩人群のな
かではなく，Purg邊to・ioにおいてやっとあらわれてくる，というのは中世伝
説は彼を秘密のキリスト教徒として救済にあずからしたからである」。（菌同）
（Purg．XXI一参照）Statiusの「ThebaisはD3nteにテーべ伝説において，Dante
が彼自身の時代の都市戦争の体験から特に生々と追体験し得たギリシャの歴
史と神話の一部を伝えた」。（葡同）テーべ伝説のエピソードが比倫として典型
として神曲に用いられた場合，I皿f・XX・のAmphi且・・u畠，hf・XVI亘I。，P皿g・
XXIL，XXVII・のHyp畠ipyIe，Inf・XXVI・のE曲eok1e昌，王nf・XXXII・のTydeus
等，神話的モチーフとイメージが用いられた場合，Gig・nt⑪m・ohi・の神話から
P・工g．XII．でB・i…usが，Inf．XIV。で巨人C・pane・畠が，更にIlユf．IXにFu・ien
の描写がある等。（たおDant・はSt就i｛昌のTheb・i昌とAc冊1ei呂は知っていた
カミ，　Si1vaeをま矢口らプよカ主つ六二）o
　問題の第二点に関して。こ工」では，ローマ詩人たちとD・nt・は1a　b・11・
昌㎝o1aで結ばれはしたもの∫，ローマ詩人．とD・nt・との間には暗黒時代があ
ったのであるから，D・nt・あなかに流れこんだローマ文学は本来ρローマ文
学ではなくて，それが何らかの変質をうけているということ，というよりは
寧ろ暗黒時代のなかからヨーロッパはm皿in・1にはローマとは言いながらも
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実質においては全く違うたロー．マを創りあげていたこと。つまりD・nt・を完
成着としたところのヨーロッパの新文学が語らねばならない。
　中世の詩美の発掘・者正・工・P・㎜dはその著・Th・Spi・it・f　Romnoe‘・におい
て「……人は中世紀を，C…iod…冒が，終えん封印された時代ρ文化をたず
さえてViva工i・の僧院に階とんしたあの世紀の始めをもって日附け得るだろ
う。Ca昌昌iOdo工u富は，彼がその議員でありたところのローマ元老院の終えんを
見たのだ。かれは0doa㏄エとTbeodo正icのもとで高位を得ていたし，Belisarius
の最後の勝利を見たのだりた」と書いている。
　たしかにローマ帝国は蛮族のもとに終えんし㍍そして終えん後の6世紀
から11世紀までを碩学W・P・Kerはその著”The　Da・k　Ages“で扱っている。
彼はその序列こおいて次のように書いている。「1100年という日附けは，若
し歴史の全過程にepoohと呼ばれるようなものがあるとすれば，その時始っ
．たものに対してmedi獅aIという言葉は疑わしい言葉であるにせよ，ep㏄bで
ある。多かれ少かれ合理的秩序のある二つの時代の間の混乱の期間として暗
．黒時代が見られる限り，それは実際に1ユ世紀の末に終った。それはゲルマン
民族の移動の完成した時であり，ゲルマン的アナキーからキリスト教の統一
が生れ，意識師干は第一甲目の十字軍の企てに実現されたgだ。一・
　この変化の一つの主要な作図は教義でもなければ政治でもなく，耕しい言
葉である。11世紀の末に属する大きな歴史的事実は，十字軍のほかに，フラ
ンス及びプロヴァンス文学の出現であり，これは近代文学の発端でもある。
殆んど何の警告屯なく，あらゆる近代詩人を含む最初の派，Gum舳m“e閉一
tiさ・・のリズムはやりで来た。近代語で共通にp・・t正yと呼ばれるものk一切
はどの道その系譜をGui11・・m・d・P・itiさ・・にたどることであろう」。同じ著
者は・Epi・乱nd　Rom・n㏄“において矢張り民族の古い過去に根源をもつ。pio
（例えばドイツのNibehngen1i・dやイギリスのBeowulfやフランスのChan昌〇五昌
de　Gest・やアイスランドのs・ga等）が12世紀においてフランス発生の新文
学R・mnoeに取って代られたことを述ベセいる。
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　私は今こ∫で，中世は何時始まりで何時終りたかた・どということを問題に
．するつもりはたい。また新文学以前の民族綾事詩をさぐるつもりもない。唯
1〕・nteの神曲が暗黒時代のなかで突然開花したものではないということ，す
れば神曲を頂点とする所謂中世の新文学はD・皿teの前に如何たる歩みをたど
ったかということが見たいのだ。そしてそのことは既に神曲（のみならず彼
の他の著書）にも述べられていることなのだ。
　先ず神曲における当時の本学史的状視にふれた個所をひろってみよう。第
一一ﾍシシリァ派の詩人Bon・gi㎜t・d・阯㏄・がD細teと詩を論ずるp・工g・
一XXIW49行以下，第二はB・1og■・の詩人GuidO　G・ini・・lliがP工』ve皿㏄の詩人
Amaut　Danielを紹介するP・rg・XXVI・106行以下が主なるものであろうも
　前著の主要点は
　Edi・・1uil“IO㎜i冨・皿㎜O血・，qu・皿己・
　　　・m．rmi昌pi・日，㎜t・，・d・q・・lm．dO
　　　obeditt・d㎝tro，vo・ig皿i丘。・皿do、”
　“Ofrミlto，i昌昌乱veggio，”di昌se，“i1皿。do
　　　oke　i1Notaro，o　Guittone　e　me　rite1ユ皿。
　　　diq・・d田1捌㏄・tiln・…砒i’沽・
　ユ…g竃i・b・皿。・m・1・・O自t・・p㎝n・
　　　diretrO目1dittatOr畠e皿V皿mO畠trettO，
　　　曲・dO11em冒tre㏄rtO皿On帥・㎝ne．
　lEqu・1piO・gu・rd蛆出r・前舳晦
　　　皿㎝・・d・pi血d・1r㎜・・lr・1t…士ilOj’
　　（そこで私はかれに，「私は，愛が鼓吹するとき，
　　　ノートをとり，内らで口授するままに，
　　　書きつけてゆくものである」。
　　＝「ああ兄弟よ，今こそわかった」とかれぼ言った，
　　　　　ノク■回　　　「あの公証人やギットニネや私を，闘く
　　　ところの清新詩派に到らさたい結目が。
　あなた方の整が口授者のすぐ島とに
　　　ついてゆくことがよくわかった，
　　　　　　　　　　　　Dalltoとそれ以盲莇
　　たしかに私たちには起きなかったことだか。
そしてもっと先まで探そうとするものも
　　最早夫々のスタイルの違いがわからたい。）
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　つまりこkではD・nt・並びにGuid⑪C…1・・ntiなどが形成する所謂d・1㏄
1・ti1㎜O市・（清新詩派）が，イタリブの他の詩派一こ∫では当のシシリア派
の遍㎝・giuntaやJ・cOpOdaLentino（i川。tam）やGu1tt㎝ed’A・e・・0（その初期
んはシシリア派と目されていた）一に対して，いかにまさっているか，更に
・dO］㏄就i］皿㎜V・の詩作の秘潜が語られているのだ。一
　後者の要点は
“0frate，”di昌昌e，“questio1ゴioti豊。emo
　　ω伽”（・d・ddit亨㎜昌pi巾i㎜・・五三）
　　“fu　mig1ior　fal〕1〕ro　deI　par13r　matemo．
’Ver昌i♂3more　e　pro冨e　di　ro皿anzi
　　日。Porcbiδtutt三，o　lasoi日dir　g1i豊tollti
　　Ob・q・・IdiL・m・昌iOr・d㎝。h’帥・n・i・
．。Am㏄帥砒・1…d・i・珊皿1i・出i，
　　e　oo昌i　ferman昌u目。Pinione
　　prim乱Cb，3rte　O　r日giOn　per　lOr昌，朋OO1ti・
lCo昌i　fer　mo1ti乱ntio11i　di　Guittom，
　　dig・i曲in署・｛d・p皿工・id・・d・p・・g王O，
　　丘皿・五・r止・・intoil・・ro⑪np拙per昌・no・
〈「ああ兄弟よ」とかれは言った，「私が指でさし示す
　　この者は」（といって前の一人の霊を指さした）
　「母語のより巧みた職人であった。
愛ρ詩とロマンスの散文において
　　誰よりもまさり，レモーシーの人がまさっていると
　　思っている馬摩者たちには言わしておく。
」1かれらぼ真理よりも噂に顔をむけ，
　　かくて芸術や道理が聞かれる前こ
　　かれらの意見をかためる。
このように多くの吉人はギットーネにだした，
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叫びかわしてかれをのみ賞めたたえたが，
遂には真理が多くの人々とともに打まかレた。）
　こ∫では13世紀のイタリア文学の直接の作図であるPm舳・の詩人たちの
価値評価が行われているのだ。即ち所謂t・ob・r　o1usの詩人Am・・t　D・nielが、
当時tmbadou・；の巨匠といわれていたGui正aut　de　BOmθ1h（1ノモーシーの人）
よりも真価があるというのである。未だP工。v㎝㏄文学につまびらかでない私．
としては，そのような評価が正しいものであるかどうかは知ることが出来た1
いが，少くとも以上の二個所から私たちはDa皿te当時の文学状況の一端をう1
かがい知ることが出来る。
　今手許にあるpo㎜dの。The　Spi・it　of　Roma血㏄“や，Geo・ge　S・int畠bu・yの1
”TheF工。urishingofRoman㏄andtheRi昌eofA11ego■y“やE・J－Sne11の”The
Fo・正teenth　C㎝tu・y“やCu・tiu昌等を参剃こして，イタリプの当時の文学状況
を，少し整理した形でたどってみよう。．
　Vita　Nuov・のDanteやその友Guido　C・va且・antiなどFi・㎝・eに拠りてdo1c⑪
sti1n・0vaを形成していた。更にBo10gn包にはこのdo1㏄sti1movoに少から・
ざる影響を与えた，．というよりはF・J・Sne11によれぽその。・igimt・rである・
ところのCuid・G・inioe11iがいた。彼を若し哲学派と称すれば，（The　Temple・
Cl・昌sicsの神曲の註による），この派には後年のGuitt㎝e　d’A・e・・0が属する。
G・itt㎝・は，D・皿t・同様に”皿・1m・…d・］・且min“（申遭’こして）妻子を棄て，
聖母マリア騎士僧団に入りヨ今までのT・o品・d・皿風な詩風を一変させたのだ。．
従って彼はその前半生においては，先にも述べた一謔､にJacopo　d・Lentin・や
B㎝・gi㎜t・たどとともにシシリア派に属していたと言うことが出来る。そし
」てこのシシリア派こそPm・・n㏄文学の直輸入によりて始まったと言える。ヨー
一ロッパの過去におけるいわば廃線とも言わるべきP・⑪Ven㏄文学はそれ白
身の価値としては様々に取ざたされてはいるが，14世紀のイタリア文学を発’
生きせた限りにおいては，毛の意味は重要である。Danteにとって屯，以上
述べたようなイタリア文学が今日の文学であれば，・P・ov㎝㏄文学はいわば昨
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種の文・学であったろう。それかあらぬかproven㏄の詩人たちは彼のDe　Vu1－
g・工i　E1・qu㎝ti・で扱われているのみならず，神曲においても上に訳出した部
分においてAmaut　D・nie1やGi工aut　de　Bolne1hが出てくるだけでたく，互nf．
XXV■I・においては皿e・t・an昌de　B・mが首を提灯の」：うにぶらさげてあらわ
机，またpu・g・VI・ではイタリア人で島りながらT・o・b註dou工でおったS・・d・uo
lがVi・giliusと摩激的な出会いをしている。9・1王1・me　de　Po・tiξrs（1086－1127）
に始まり，Gi・aut　Riquier（1234－1292）を最後として一世紀にわたって続いた
一Tmb・d・u・s文学もAnjou家と教皇I㎜⑪cent　IIIによるA1bige⑪i目十字軍によ
一って弾圧をうけ，当時ヨーロッパ随一の文化擁護者肺・d・i・HIの支配する
シニリア島に移動したのだ。そしてこのシシリアに時かれた種は，Stムuf・n家
・の崩壊とともた，次第に甫から中部イタリアを経て北上し，遂にT。昌・・mの
舳㏄昌ti1m・…に完成したわけだ。ひたすら技巧的に恋愛を歌ったTmb・dou・
の詩が，シシリブから北上してTo昌。anaに結実するまでに如何なる変質をと
一けたかということは，この際非常に重要な問題ではあるが，この文章の性質
．上，以下Poundの上述の本の・Lingua　T0目・・m“という章から，簡にして要
を得た次の言葉を記しておこう。「Tmb沽・・畠の芸術はB⑪ユ・gn・の哲学に出
・会い，粁情詩の新時代が始まりたのだ」。「Pm・㎝㏄の歌の直裁さはこ∫で夫
1われゼしまりた。int・…ti…な関係文章をもりた複雑たシステムは，謂わば
ラテン語で詩を読むことほど，詩を聞くことには慣れていたい着によって設
．足されたのだった」。思えばVitaNuovaから神曲に執拗に追求されるBeat・i・e，
一古来様々に論議されて来たB・・t・i㏄の問題もまた・この変質に深いつながり
一をもっているはずだ。即ちD・・t・のB・・t・i・・の扱い方を正しく理解するため
には，当然丁・㎝b・d㎝互の愛が如何にTosoanaに到るまでに変質したかを正し
・く理解する必要が島ろう。
　ヨーロッパの6世紀以来の久しい暗黒時代からまず眼ざめたのはフランス
だった。　Ge。士g・S・int昌bu・yは1100年におけるヨーもツバ文学の状況を次の
1如くに述べている。「英国においては，A㎎1o・Sa・㎝は実際に死滅していない
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とすれば死につkあった，そして一世紀以上もの間最平著しく文学的魅力。
あるものを生み出すことをやめていた，そして英語は，泉も早い“midd1・”一
E・9ユi昌hすら殆んど生れていず，文学的用途への条件は未だしであった。より
古くよりオリ9ナルなIo・1・・dの文学の最後の余韻は死にたえつ」ありたし，
Io・1・ndi・の散文の偉大な産物，S・g・はまだ，はっきりした文学的形態をとら
ずに，・o王it・t　Pθ・・正・・imm（人々の口の端にだ心よりていた）。スペイン語乃
至イタリア語と本来呼ばるべきものが，一体存在していたかどうかは最高度
に不幟なことで一もし知りたとしても，やがてスペイン語とイタリア語に
なるべき徴候を示す1ingua　mSt王Caの方言にすぎなかった。ドイツ語はある程．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トランス度，英語と同じ「古」と「申」の状態の間の夢現であった。ただフランスに
おいてのみ，フランス語の二つの大きな分割のなかにおいてのみ，国語文学’
は活気を呈していた。北方語たる1・ngu・d’制は一実際に知られた存在に．
おいて，又はそれが存在したといラ売もな推論によって一民族裁事詩即ち一
・han昌On　de　geSteを示し，南方語たる1・ngue　d’OCはP工0VenCe粁情詩を与えた」。、
1且ngue　d’oi1による・！1乱鵬㎝de　ge呂teがやがてrom・nceに遣われることはW・P・
K・・の”Epio　md　R・m・n㏄“の説く左ころであり，更にこのヨーロッバの新・
文学，即ちla・gue　d’oi1のmm皿。eと工・ngue　d’o・のTroubad㎝・昌文学とが，
ヨーロッバの諸民族の過去に根源をもつ民族殺事詩から生れたものでないこ
ともまたKe・の力説するところである。すればそれら新文学の発生を促した
ものは何か。Cu・tiusによれば，それはラテン文学の研究であるということだ。土
di・1・t・ini昌・h・R・n・1畠昌・皿㏄d・昌12・J・h・㎞nd・・t昌。暗黒時代にラテン文化は僧院
のなかに，命脈を保ってきた。一ラテン文化は僧侶の所有となった。久しくイ
ンテリは僧侶だけであった。　pa・i畠は学問の中心地であった。寺に収容し瓠
れないインテリは，あふれて文学に赴いた。フランスに蘇文学がまず発生し．
た理由だ。C・・ti鵬はその事1時をこう書いている。「11，12・13世紀におけるフ
ランス文学の豊かな発展は従りて，フランス及びフランス的イギリスに花さ1
いた当時のラテン文学と緊密た関係がある。ラテン的教養と文学が先行し，
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フランスのそれが従う。ラテン語はフランス語の舌を解いたのだ。フランス
は・t・di・mの荷い手でありたので，即ち文法と修辞学を先頭にした・・te昌が
そこに本拠をもったので一一その故にそこに先ず自国語文学の花が咲いたの
だ」。1100年から1275年までフランス文学は，ヨーロッパの他の国の文学の
模範であった。やがてそれが深くイタリアに吸収されて，Ita1iani菖mとたっ
て一C今度は逆にヨーPツバの他の諸副こはねかえるまでは。
　要するにD・皿t・を一つの完成とするところの月一ロッパの新文学は，暗黒
時代をへだて∫ローマ文化と全く無輝の．ものではなかったのだ。ローマの伝
説は暗黒時代をくぐって，変質しながらも，D晶nt・において新なる一揶黷?ｩ
出したのだ。神曲が私たちを感動きす所以の一つは，神曲がそのような膨大
な伝締の統一体であるところにある。
　なおこの商顧が限りなく私の心を惹き’つけるのは，西洋文明という異質の
文明によって，伝統を絶ち切られたこの国が，その異質の文明によって変質
されながらも，新たに世界的に如何なる統一体を形成し得るかという課題に，
（就申文学表現の立場から），暗示的であるからだ。そしてそのような暗示は，
更にこの国の文学表現の問題をこえて，世界的に近代文学が崩壊して，暗黒
時代に入りた今，20世紀蘇文学形成の行手にもヵ強く働きかけてくるもので
はないか，と私は考える。
